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１ 教育研究評議会議事録（４月１３日開催）の確認 
  玉手学長から，前回４月１３日開催の本会の議事録（案）について確認があり，議事録が了承され

た。 
 
 
２ 【協議】大学機関別認証評価における改善事項に対する報告書について 

花輪理事から，令和元年度に受審した大学機関別認証評価の改善事項に対する報告書について審議
願うものである旨説明があった。 
次いで，玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 
 
本件に関して，主な意見は次のとおり。 
・有機材料システム研究科について，施設や教員の増などの改善があれば追記してはどうか。ま

た，医学系研究科で医学系ではない博士の増などがあればその実績を追記してはどうか。 
 
 
３ 【協議】山形大学大学院長期履修学生に関する規程の一部改正について 

出口理事から，大学院長期履修の期間及び各研究科における申請及び変更時期を明確にするため，
山形大学大学院長期履修学生に関する規程を一部改正することについて審議願うものである旨説明が
あった。 
次いで，玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 

 
  
４ 【協議】令和５年度入学者選抜要項、総合型選抜学生募集要項及び学校推薦型選抜学生募集要項について  

出口理事から，令和５年度入学者選抜要項，総合型選抜学生募集要項及び学校推薦型選抜学生募集
要項について，昨年度からの主な変更点を含め，公表内容について審議願うものである旨説明があっ
た。 
次いで，玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 

 
 
 



５ 【協議】山形大学における競争的研究費からの研究代表者等の人件費の支出により確保された財源
の活用に関する規程等の制定等について 
飯塚理事から，競争的研究費の直接経費から研究代表者等の人件費を支出することが可能となった

ことに伴い，本学で実施するために必要な事項を定めることについて審議願うものである旨説明があ
った。 
次いで，玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 

 
 
６ 【報告】文理融合学位プログラム検討ワーキンググループの設置について 

出口理事から，議題に関して，報告があった。 
 

本件に関して，主な意見・質疑応答は次のとおり。 
・学部カリキュラムとは目指す方向が違う。どの学部からも履修できる履修プログラムとして開講
する方がいいのではないか。 

・上乗せの履修プログラムとした場合，学生は相当魅力的でなければメリットを感じない。現行の
学部プログラムで十分に学生が満足できるかという観点でのディスカッションが必要である。 

・学部で志願者を確保することが次第に厳しくなってくるため，学内で志願者を奪い合うようなこ
とがないようにしていただきたい。 

・現在の受験者層ではなく，新しい層に働きかけるようなプログラムでなければならないと考えて
いる。 

・先行して学環を取り入れた静岡大学等の情報等を入手しながら進めていただきたい。 
・人材リソースが重要だが，採用を増やすのか，人員の再配置で対応するのか。 
・プログラム導入に際して発生する負担に対しては，人員の再配置で対応する。 
・入学定員 50人というのは，現在の定員に外付けか，学内定員を再配置するのか。 
・学内定員の再配置である。 
・この学位プログラムでは，専門性をどこに置くのか。PBLのための PBLとならないよう，知識と

コンテンツのバランスを整えるべきである。そのためには，知識のベースとなる何らかの学問分
野が見えなければならないのではないか。 

・経済学や経営学の素養を身に着けるということを視野に入れてほしい。これらの素養がなけれ
ば，社会に出たときに専門性が活かされないのではないか。 

・学部をこれまで通り動かした上で新しいプログラムを導入するのは，単純に負担が増える。人員
が減っても動かせるよう学部改組をしない限り難しいのではないか。 

・学部改組ありきでは進めたくない。教育プログラムの改革はこれから非常に強く求められるが，
今回の議論でも様々な意見が出たため，次の教育のあり方について，大きく議論しながら進めて
いきたい。 

 
 
７ 【報告】大学間交流協定の更新について 

林田副学長から，議題に関して，報告があった。 
 
 
８ 【報告】就職決定状況（令和３年度最終）について 

矢作理事から，議題に関して，報告があった。 
 
 
９ 【報告】名誉教授の称号授与について 

学長から，議題に関して，報告があった。 
 
 
10 【報告】山形大学広報戦略について 

矢作理事から，議題に関して，報告があった。 
 
 
11 【報告】令和３年度標的型メール訓練結果について 

矢作理事から，議題に関して，報告があった。 
 
 
  次回は，令和 4 年 6 月 8 日（水）に開催することとなった。 


